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町
の
特
産

「
は
い
、
こ
こ
に
ス
タ
ン
プ

押
し
て
」
と
姉
妹
仲
よ
く

▲
お
手
伝
い
（
小
椋
さ
ん
宅
）

実
り
の
秋
、
収
穫
の
軟
。
町
の
特
産
物
も
ど
ん
ど
ん

京
阪
神
方
面
を
中
心
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

生
産
か
ら
流
通
、
そ
し
て
消
費
ま
で
の
ル
ー
ト
を
追
跡

し
、
ど
ん
な
人
た
ち
の
手
を
経
て
流
通
し
て
い
く
の
か

特
産
物
の
評
判
な
ど
聞
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
大
根
に
し
ぼ
っ
て
取
材
を
行
い
ま
し
た
。

家
族
総
出
で

出
荷
作
業

早
朝
、
大
根
を
満
載
し
た
ト
ラ

ッ
ク
が
、
畑
か
ら
帰
っ
て
き
ま
し

た
。ま

ず
、
採
り
た
て
の
新
鮮
な
大

根
は
機
械
に
よ
り
、
き
れ
い
に
洗

い
、
大
き
さ
ご
と
に
振
り
分
け
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
き
ち
ん
と
整

頓
さ
れ
た
大
根
は
、
適
度
な
長
さ

で
葉
を
切
り
落
し
、
箱
づ
め
が
行

わ
れ
ま
す
。

小
椋
利
春
さ
ん
（
下
蚊
屋
）
一
家

は
家
族
総
出
で
、
出
荷
作
業
に
大

わ
ら
わ
。
子
ど
も
た
ち
も
手
伝
っ

て
「
は
い
、
こ
こ
に
ス
タ
ン
プ
を

押
し
て
」
と
お
姉
さ
ん
。
子
ど
も

た
ち
も
自
分
た
ち
の
仕
事
を
き
ち

ん
と
し
て
い
ま
す
。

「
休
日
を
ど
は
、
こ
う
し
て
手

伝
っ
て
く
れ
ま
す
」
と
笑
顔
で
こ

た
え
る
お
父
さ
ん
の
利
春
さ
ん
。

⑳

一
箱
に
十
本
ず
つ
、
き
ち
ん
と

▲集出荷施設に運ばれた大根

け・Ji鞠
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つ
め
込
ま
れ
た
大
根
が
次
々
と
山

積
み
さ
れ
ま
し
た
。

検
査
を
受
け
て

予
冷
庫
へ

午
前
十
一
時
ご
ろ
、
箱
づ
め
さ

れ
た
大
根
は
、
美
用
に
あ
る
集
出

荷
セ
ン
タ
ー
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。

集
出
荷
セ
ン
タ
ー
で
は
、
1
A

の
職
員
に
よ
っ
て
、
規
格
ど
お
り

大
根
が
収
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う

か
、
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
検
査
が
終
わ
る
と
規
格
ご

と
の
パ
レ
ッ
ト
　
（
運
搬
用
の
荷
台
）

に
荷
く
ず
れ
を
し
な
い
よ
う
に
交

互
に
積
ま
れ
ま
す
。
一
パ
レ
ッ
ト

は
五
十
箱
。
一
箱
は
十
キ
ロ
で
す

の
で
、
一
パ
レ
ッ
ト
は
五
百
キ
ロ

▲予冷庫に一昼夜貯蔵される
（集出荷施設）

⑳

に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
て
、
荷
お
ろ
し
が
終
わ

る
と
、
小
椋
さ
ん
も
一
息
つ
く
こ

と
に
怠
り
ま
す
。

昼
過
ぎ
ま
で
、
生
産
者
の
方
は

自
慢
の
大
根
、
白
ネ
ギ
な
ど
を
運

ん
で
こ
ら
れ
、
威
勢
の
い
い
声
と

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
け
た
た
ま
し

い
騒
音
が
集
出
荷
セ
ン
タ
ー
に
鳴

り
響
き
ま
す
。

そ
し
て
、
大
根
な
ど
の
特
産
物

は
、
予
冷
庫
へ
と
運
び
こ
ま
れ
ま

す
。
こ
の
予
冷
庫
に
は
、
約
三
千

五
百
箱
が
貯
蔵
で
き
る
施
設
。

こ
の
予
冷
庫
は
、
特
産
物
の
鮮

度
を
保
つ
こ
と
と
出
荷
体
制
を
確

立
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
一
昼
夜
、
温
度
三
度
で
保
れ
、

予
冷
さ
れ
ま
す
。

安
全
運
転
で

大
根
輸
送

▲フォークリフトで積み込み作業

後
五
時
ご
ろ
に
、
京
都
、
大
阪
の

市
場
を
目
指
し
、
二
台
の
ト
ラ
ッ

ク
は
出
発
し
ま
し
た
。

沙

ろ
に
は
、
車
の
台
数
も
増
え
、
同

じ
市
場
を
目
指
す
大
型
ト
ラ
ッ
ク

も
、
時
折
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。無

事
故
で

東
部
市
場
到
着

午
後
九
時
過
ぎ
、
大
阪
市
東
住

吉
区
に
あ
る
東
部
中
央
卸
売
市
場

に
到
着
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
十
パ
レ
ッ

ト
、
約
五
ト
ン
分
の
大
根
が
こ
こ

で
荷
お
ろ
し
さ
れ
ま
し
た
。

下蚊屋

小椋利春さん

午
後
三
時
、
日
本
通
運
の
大
型

ト
ラ
ッ
ク
が
到
着
。

一
昼
夜
、
予
冷
し
た
大
根
は
、

次
々
と
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
れ
ま

す
。1

A
の
職
員
と
数
量
の
チ
ェ
ッ

ク
が
行
わ
れ
、
各
市
場
と
の
数
量

の
確
認
を
終
え
て
、
こ
の
日
は
午

運
転
手
は
三
上
㌔
と

長
沢
㌔
の
ふ
た
り
。

ト
ラ
ッ
ク
は
、
蒜
山

イ
ン
タ
ー
か
ら
米
子
自

動
車
道
に
の
り
、
落
合

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
経

由
し
て
、
中
国
自
動
車

道
へ
と
進
み
ま
し
た
。

制
限
時
速
を
守
り
、

安
全
運
転
で
、
ベ
テ
ラ

ン
運
転
手
の
腕
が
ひ
か

り
ま
す
。

途
中
、
わ
ず
か
を
休

憩
を
と
っ
て
、
大
阪
、

京
都
へ
。

大
都
会
の
ネ
オ
ン
が

キ
ラ
キ
ラ
と
み
え
る
こ

今
、
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
大
根

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

値
段
も
よ
く
、
喜
ん
で
い
ま
す
〔

こ
う
し
て
、
家
族
い
っ
し
ょ

に
仕
事
が
で
き
る
こ
と
も
、
財

産
で
す
。
い
ろ
い
ろ
と
大
変
を

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
、
品
質
の
い
い
も
の
を
つ

く
り
た
い
で
す
ね
。

▲京阪神に向けて出発する大型トラック（集出荷施設）

J A鳥取西部
江府町支所

営農販売課係長

加藤誉正さん

大
根
を
本
格
的
に
出
荷
し
て

早
や
三
十
年
。
町
の
特
産
物
と

し
て
京
阪
神
で
も
人
気
を
博
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
生
産
者

の
皆
さ
ん
の
努
力
と
関
係
機
関

の
協
力
の
賜
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
品
質
を
更
に
ア
ッ
プ
す
る

よ
う
私
た
ち
も
頑
張
り
ま
す
。
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す
で
に
、
北
海
道
か
ら
、
約
十

ト
ン
以
上
の
大
根
が
荷
お
ろ
し
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

セ
リ
が
始
ま
る
の
は
、
午
前
五

時
か
ら
で
す
。
夜
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
全
国
各
地
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

▲荷おろし作業（東部市場）

毎
日
が
全
国
大
会

せ
り
始
ま
る

午
前
四
時
、
仲
買
人
た
ち
は
、

各
地
か
ら
来
た
大
根
の
箱
を
開
け

て
、
品
定
め
が
始
ま
り
ま
し
た
。

形
、
色
、
つ
や
を
ど
を
調
べ
る

プ
ロ
の
目
が
ひ
か
り
ま
す
。

こ
の
日
、
全
国
か
ら
輸
送
さ
れ

て
来
た
大
根
は
、
北
海
道
（
2

6
ト

ン
）
、
新
潟
（
7
ト
ン
）
、
長
野

（
1
ト
ン
）
、
岐
阜
（
9
ト
ン
）
、

そ
れ
に
鳥
取
・
江
府
町
（
5
ト
ン
）

の
合
計
4
8
ト
ン
。

午
前
五
時
、
ブ
ザ
ー
の
音
と
と

も
に
、
セ
リ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

一
気
に
活
気
づ
く
市
場
。
セ
リ
人

の
威
勢
の
い
い
声
が
飛
び
交
う
を

か
、
独
特
を
指
使
い
で
、
次
々
と

大
根
は
セ
リ
落
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

毎
日
が
、
ス
ポ
ー
ツ
で
い
う
全

国
大
会
の
よ
う
を
感
じ
。

時
間
に
し
て
わ
ず
か
二
～
三
分

す
ぐ
に
終
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
仲
買
人
た
ち
が
、
手
際
よ
く

振
り
分
け
て
い
き
ま
す
。

市
場
は
、
い
た
る
所
で
セ
リ
人

の
声
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
音
で

ご
っ
た
返
し
て
い
ま
し
た
。

案
内
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は

東
果
大
阪
（
株
）
そ
莱
部
の
松
田

次
長
さ
ん
。

事
務
所
に
入
る
と
ず
ら
り
と
並

ん
だ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
セ
リ
値
、

数
量
、
さ
ら
に
は
、
明
日
の
出
荷

状
況
な
ど
を
整
理
し
、
各
1
A
な

ど
に
連
結
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
市
場
は
休
む
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
職
員
は
三
交
替
体
制
で
勤

務
。
私
た
ち
は
、
朝
四
時
に
は
出

勤
し
ま
す
」
と
市
場
人
ら
し
い
精

か
ん
を
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

▲セリ人の威勢のいい声が市場に響き渡る（東部市場）

市
場
と
し
て
は
、
常
に
計
画

的
に
、
継
続
し
て
、
適
量
の
大

根
を
出
荷
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
大
根
の
品

質
に
改
善
を
加
え
な
が
ら
、
更

に
努
力
し
て
い
た
だ
き
、
江
府

の
大
根
の
質
量
と
も
に
ア
ッ
プ

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

江
府
の
大
根
の

フ
ァ
ン
で
ん
ね
ん

江
府
町
の
大
根
を
買
っ
た
仲
買

人
の
ひ
と
り
、
山
一
青
果
（
株
）

の
方
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
江
府
町
の
大
根
、
好
き
で
ん

を
あ
。
こ
の
大
根
を
ん
か
サ
シ
ミ

の
ケ
ン
を
ん
か
、
最
高
と
ち
ゃ
う

や
ろ
か
。
そ
れ
か
ら
、
表
面
に
黒

い
つ
ぶ
つ
ぶ
が
あ
る
け
ど
、
土
質

の
関
係
を
ん
や
ろ
か
。
今
年
は
ぎ

ょ
う
さ
ん
、
北
海
道
か
ら
も
入
っ

て
い
る
し
、
ま
け
ん
よ
う
に
作
っ

て
や
。
」
　
と
生
産
者
の
名
ま
え
を

何
人
も
上
げ
て
、
具
体
的
に
し
か

も
、
細
か
い
所
ま
で
、
大
根
の
特

性
を
知
り
つ
く
し
て
い
る
仲
買
人
。

売
り
さ
ば
く
プ
ロ
の
目
と
研
究

熱
心
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

◎

東果大阪（株）
そ菜部次長
松田正昭㌔

（4）

丸新商店
大野さん

今
の
季
節
は
大
根
お
ろ
し
、

お
で
ん
、
そ
れ
に
キ
ム
チ
に
使

い
ま
す
。
一
番
思
う
こ
と
は
、

と
に
か
く
、
大
根
の
病
気
に
気

を
つ
け
て
は
し
い
と
い
う
こ
と

だ
け
で
す
。

江
府
の
大
根
は
、
大
好
き
で

す
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
作
っ
て
く

だ
さ
い
。
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▲「いい大根でっせ」（東部市場）

市
場
か
ら

ス
ー
パ
ー
へ

仲
買
人
さ
ん
が
買
い
つ
け
た
大

根
は
そ
れ
ぞ
れ
の
小
売
の
店
頭
へ

⑳

と
運
ば
れ
て
行
き
ま
し
た
。

東
果
大
阪
の
松
田
次
長
㌔
も
同

行
し
て
い
た
だ
き
、
江
府
町
の
大

根
が
お
ろ
さ
れ
た
東
大
阪
市
の
布

施
駅
に
あ
る
　
（
株
）
近
商
ス
ト
ア

布
施
店
に
行
き
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
店

は
午
前
十
時
。
午
前
九
時
ま
で
に

大
根
は
到
着
。

駅
と
隣
り
合
わ
せ
に
な
っ
て
い

る
こ
の
近
商
ス
ト
ア
は
、
開
店
し

た
ば
か
り
だ
と
い
う
の
に
、
た
く

さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
来
店
し
て
い

ま
し
た
。

到
着
し
た
大
根
は
料
理
室
で
、

す
ぐ
に
半
分
に
切
ら
れ
、
パ
ッ
ク

さ
れ
、
野
菜
の
コ
ー
ナ
Ⅰ
に
並
び

ま
し
た
。

担
当
の
林
チ
ー
フ
に
話
を
聞
き

ま
し
た
。

近商ストア布施店

チーフ林　成典も

▲大根は半分に切られて、パックされます。
（近商ストア布施店）

「
私
ど
も
の
場
合
は
、
す
べ
て

前
日
の
午
後
四
時
ま
で
に
本
部
を

通
じ
て
、
仲
買
人
に
仕
入
れ
の
数

量
を
申
込
み
ま
す
。

店
頭
に
は
、
大
根
を
半
分
に
し

た
も
の
と
一
本
分
を
並
べ
ま
す
。

陳
列
す
る
時
、
み
ば
え
が
い
い

よ
う
に
す
る
こ
と
や
ほ
か
の
野
菜

と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
な
が
ら
、

置
く
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
野
菜
も
輸
入
品
が
多
く
、

お
客
様
の
な
か
に
は
、
安
全
な
ど

に
つ
い
て
、
過
剰
に
意
識
す
る
方

も
多
く
、
国
内
産
に
こ
だ
わ
る
傾

向
も
あ
り
ま
す
。
」
　
と
、
て
い
ね

い
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
生
産
か
ら
流
通
そ

し
て
消
費
へ
と
約
二
十
四
時
間
を

か
け
て
行
っ
た
大
根
追
跡
の
取
材

旅
。
多
く
の
人
た
ち
の
尽
力
に
よ

っ
て
、
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
感
し
ま
し
た
。

▲店頭に一本ずつ、ていねいに並べられる大根
（近商ストア布施店）

取
材
メ
モ

一
本
の
大
根
が
遠
く
離
れ
た
関
西
へ
。
そ
の
流
通

を
こ
の
日
で
、
こ
の
耳
で
知
り
た
く
て
、
行
っ
た
追
跡
の
旅
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
J
A
の
加
藤
誉
正
係
長
、
日
通
の
三
上

・
長
沢
運
転
手
、
東
果
大
阪
の
松
田
次
長
、
近
商
ス
ト
ア
の
林
チ
ー

フ
そ
し
て
、
地
元
、
下
蚊
屋
の
小
春
利
春
さ
ん
ご
一
家
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
と
ご
理
解
な
く
し
て
、
で
き
な
か
っ
た
取
材

で
し
た
。
取
材
の
折
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
も
お
か
け
し
た
と
思
い

ま
す
が
、
ご
了
承
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
（
係
）

（5）
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缶
白
岩
崇
単
勝

団
⑯
自
習
守

＝
高
齢
者
（
九
十
二
歳
以
上
）
を
3
1
人
顕
彰
＝

数
え
年
九
卜
二
歳
以
上
の
お
年
寄
り
　
（
三
卜
一
人
、
次
の
と

お
り
掲
載
し
て
い
る
方
）
　
に
福
田
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
を

訪
問
し
、
記
念
品
と
日
録
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
家
族
に

は
、
介
護
年
手
当
金
と
感
謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

ま
た
、
数
え
年
ヒ
ト
歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
は
、
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲福田町長から記念品などが手渡されました（吉原）

久

新
見
　
ま
つ
㌔
（
百
歳
）

（
新
見
　
昭
三
㌔
母
）

連
　
水
下
す
み
よ
㌔
（
九
十
九
歳
）

（
水
下
　
博
㌔
母
）

本
　
四
　
住
田
ひ
さ
よ
㌔
（
九
十
九
歳
）

（
住
田
美
智
恵
㌔
母
）

池
の
内
　
加
藤
金
か
よ
㌔
（
九
十
九
歳
）

（
加
藤
美
和
子
㌔
義
母
）◎

御
　
机
　
川
上
ち
と
せ
㌔
（
九
十
七
歳
）

（
川
上
八
千
穂
㌔
母
）

下
蚊
屋
　
小
椋
あ
さ
の
史
九
十
七
歳
）

（
小
椋
　
博
㌔
母
）

柿
　
原
　
奥
田
を
た
ね
㌔
（
九
十
七
歳
）

（
奥
田
　
薫
㌔
母
）

荒
　
田
　
井
上
　
柳
次
㌔
（
九
十
六
歳
）

（
井
上
昭
宣
㍉
祖
父
）

貝
　
田
　
遠
藤
く
ら
の
㌔
（
九
十
六
歳
）

（
遠
藤
規
矩
雄
㌔
母
）

柿
　
原
　
加
藤
む
め
よ
㌔
（
九
十
六
歳
）

（
加
藤
喜
文
㌔
母
）

本
　
四
　
下
村
一
代
㌔
（
九
十
六
歳
）

（
下
村
耕
朗
㍉
養
母
）

貝
　
田
　
森
田
ふ
で
を
㌔
（
九
十
五
歳
）

（
森
田
　
智
㌔
祖
母
）

下
蚊
屋
　
白
根
　
タ
キ
史
九
十
五
歳
）

（
仲
田
健
治
㌔
祖
母
）

下
安
井
　
中
村
　
徳
代
史
九
十
五
歳
）

（
中
村
眞
佐
雄
㌔
母
）

下
蚊
屋
　
小
椋
よ
し
よ
史
九
十
五
歳
）

（
小
椋
喜
美
㌔
祖
母
）

吉
　
原
　
天
野
　
都
治
ま
九
十
五
歳
）

（
天
野
日
出
男
㌔
父
）

下
蚊
屋
　
宮
尾
美
智
子
㌔
（
九
十
三
歳
）

（
小
椋
俊
夫
㌔
縁
故
者
）

袋
　
原
　
新
見
　
栄
子
㌔
（
九
十
三
歳
）

大
河
原
　
桑
原
　
つ
ね
㌔
（
九
十
三
歳
）

（
桑
原
　
茂
㌔
母
）

⑳

本
　
二
　
福
田
　
岩
雄
㌔
（
九
十
三
歳
）
　
㈲

（
福
田
　
絹
江
㌔
父
）

本
　
三
　
川
上
　
智
悪
㌔
（
九
十
三
歳
）

（
川
上
雄
右
㌔
母
）

尾
上
原
　
中
尾
　
あ
い
㌔
（
九
十
二
歳
）

（
中
尾
雄
三
郎
㍉
養
母
）

貝
　
田
　
車
　
　
琴
㌔
（
九
十
二
歳
）

（
単
　
数
照
㌔
母
）

吉
　
原
　
松
原
　
孝
憲
㍉
（
九
十
二
歳
）

（
松
原
　
寛
㌔
父
）

西
　
成
　
妹
尾
　
こ
う
㌔
（
九
十
二
歳
）

（
妹
尾
治
夫
㍉
妻
の
母
）

新
　
道
　
仲
田
　
勇
㍉
（
九
十
二
歳
）

新
　
道
　
仲
田
　
政
子
㌔
（
九
十
二
歳
）

尾
上
原
　
宮
本
し
ず
よ
㌔
（
九
十
二
歳
）

（
宮
杢
口
同
義
㌔
養
母
）

袋
　
原
　
砂
口
と
し
子
㌔
（
九
十
二
歳
）

（
千
藤
　
正
㌔
叔
母
）

（
を
お
、
該
当
者
の
本
四
の
前
田
久
次

郎
さ
ん
と
洲
河
崎
の
浦
部
延
尊
さ
ん
は

町
報
に
掲
載
す
る
ま
で
に
、
お
亡
く
な

り
に
在
り
ま
し
た
）

Soumu
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白寿（9滴卜米寿（88歳）をお迎えになった皆さんに轍大臣から記念品
一画一日－

＿＿腰＿＿＿二＿＿＿′－∈‘÷＿畳
加藤久人㌔（武庫）宇田川菊江㌔（本二）藤原高書子さん（尾上原）小椋　清さん（下蚊屋）水下すみよさん（久連）

＼e∴∩甲．√長一
渡部正雄さん（宮市原）徳岡原姦ゑさん（本二）井上菊代さん（荒田）田中千枝さん（自任）住田ひさよさん（本四）

「

．

　

　

　

．

≡

．

．

、

小川　米さん（久連）川上　清㌔（助沢）福田せき子さん（本二）米田くらよさん（本－）加藤岳かよさん（池の内）

酎
嘉
⑧
者
に

記
念
品
贈
る

九
月
七
日
、
結
婚
五
十
年
を
迎

え
た
皆
さ
ん
に
福
田
町
長
か
ら
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

金
婚
式
を
迎
え
た
の
は
、
町
内

で
十
二
組
。
と
も
に
、
励
ま
し
合

い
を
が
ら
人
生
坂
を
登
り
続
け
る

ご
夫
婦
に
心
か
ら
の
祝
福
が
お
く

ら
れ
ま
し
た
。

新
一
　
岡
田
正
一

暗
枝

本

一

松

本

啓

治
益
江

洲
河
崎
　
三
好
　
貢

典
子

半
の
上
　
徳
岡
健
一文

枝

池
の
内
　
藤
原
　
力

玉
枝

池
の
内
　
加
藤
尊
男

公
子

笠
良
原
　
原
田
好
雄

秀
子

乗
　
尾
　
末
次
雅
明い

せ
の

吉
　
原
　
砂
口
千
万
人

節
枝

袋
　
原
　
清
水
亮
祐

春
恵

柿
　
原
　
田
中
長
美

須
奈
恵

小
江
尾
　
篠
村
克
己

美
恵
小

▲福田町長から記念品が手渡されました（小江尾）

（7）
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海外交流リポート

”
鳥
取
県
こ
と
ぶ
き
の
船
〃
訪
韓
団
に
参
加
し
て

そ
の
模
様
に
つ
い
て
、

加
藤
さ
ん
に
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
元
老
人
ク
ラ
ブ
の

大
歓
迎
う
け
る

九
月
五
日
、
韓
国
江
原
道
訪
問

の
　
「
こ
と
ぶ
き
の
船
」
は
、
沖
副

知
事
を
団
長
と
す
る
役
員
、
団
員

三
三
二
人
を
乗
せ
、
秋
晴
れ
の
境

港
を
午
後
四
時
に
出
航
し
た
。

江
府
町
か
ら
は
私
と
新
道
の
奥

井
忠
一
さ
ん
が
参
加
。
六
日
朝
七

時
、
東
海
港
に
着
岸
。
岸
壁
で
は

東
海
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
の

出
迎
え
を
受
け
た
。

こ
の
日
は
市
内
を
見
学
し
た
あ

と
、
夜
は
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
二

百
人
を
迎
え
、
船
上
交
流
パ
ー
テ

ィ
ー
が
催
さ
れ
賑
わ
っ
た
。

三
日
目
、
お
ぼ
え
た
て
の
韓
国

語
　
「
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
ー
ニ
ん

に
ち
は
ー
」
と
挨
拶
を
交
わ
し
を

が
ら
、
バ
ス
に
乗
車
。
車
窓
か
ら

は
、
道
路
の
両
側
に
、
国
花
ム
グ

ン
7
7
　
（
木
桂
）
が
　
〝
檀
花
一
日

栄
″
　
と
咲
き
誇
る
よ
う
す
が
目
に

ま
ぶ
し
い
。

自
分
た
ち
の
作
品

子
供
た
ち
に
残
し
た
い

－
水
墨
画
交
流
会
か
ら
－

約
四
十
分
ほ
ど
で
、
江
陵
市
文

化
芸
術
会
館
に
到
着
。
日
韓
交
流

式
典
が
行
わ
れ
、
江
原
道
・
鳥
取

を
紹
介
す
る
映
画
、
ス
ラ
イ
ド
が

上
映
さ
れ
た
。

㊤

▲水墨画の作品について、説明する加藤

午
後
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文

化
交
流
会
が
開
か
れ
、
私
は
希
望

し
て
い
た
水
墨
画
交
流
会
に
参
加

し
た
。

会
場
に
入
っ
た
途
端
、
展
示
し

て
あ
る
屏
風
の
大
作
に
驚
く
。
水

墨
や
墨
彩
と
素
人
の
作
品
と
は
思

え
を
い
も
の
で
あ
っ
た
。

江
陵
市
の
み
を
さ
ん
は
、
私
た

ち
を
チ
マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
の
正
装
で

出
迎
え
、
相
互
に
挨
拶
を
交
わ
し

た
あ
と
、
自
己
紹
介
、
作
品
を
ど

に
つ
い
て
、
通
訳
を
交
え
て
発
表

し
た
。

江
原
道
の
皆
さ
ん
は
、
ま
ず
字

を
習
い
、
そ
の
あ
と
絵
の
勉
強
を

し
て
五
年
か
ら
八
年
に
を
る
と
の

こ
と
、
苦
心
し
て
描
い
た
作
品
を

子
供
に
残
す
楽
し
み
を
語
ら
れ
、

作
品
は
決
し
て
高
価
を
も
の
で
は

な
い
が
、
自
分
の
魂
を
残
す
何
よ

り
の
財
産
で
あ
る
と
の
考
え
方
で

あ
っ
た
。
記
念
撮
影
な
ど
を
行
い
、

名
残
を
惜
し
み
つ
つ
、
船
に
向
か

す
ぼ
ら
し
い
景
色

四
日
目
は
、
市
内
の
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど

の
試
合
が
行
わ
れ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
も
相
当
を
腕
前
で
あ
っ
た
。

⑳

五
日
目
は
、
国
立
公
園
雪
獄
山

の
保
養
施
設
に
二
泊
し
、
山
登
り

を
ど
を
し
て
、
北
朝
鮮
国
境
見
学

も
で
き
た
。

韓
国
の
最
後
の
訪
問
地
は
ソ
ウ

ル
。
人
口
一
千
二
百
万
の
大
都
市

と
し
て
開
発
が
進
む
。

楽
し
い
思
い
出
を
刻
ん
だ
九
日

間
。
通
訳
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
バ

ス
ガ
イ
ド
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
に
見
送
ら
れ
、
一
路
、
境
港

へ
と
向
か
っ
た
。

九
月
十
四
日
、
早
朝
、
明
け
方

の
島
根
半
島
、
そ
し
て
、
遠
く
大

山
を
望
み
な
が
ら
、
境
港
へ
と
入

港
し
、
十
日
間
の
旅
は
幕
を
閉
じ

た
。

8

ト雄
大
な
雪
獄
山
を
バ
ッ
ク
に
記
念

撮
影
（
右
側
が
奥
井
さ
ん
）

Soumu
四角形
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八
月
三
十
日
～
九
月
七
日
の
九
日
間
、
本
町
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
チ
ロ
ル
地
方
に
訪
問
団
（
川
端
直
団
長
ほ
か
九
人
）
が
訪
れ
ま
し
た
。

チ
ロ
ル
の
感
想
に
つ
い
て
、
同
行
し
た
企
画
商
工
観
光
課
の
松
原

主
任
、
末
次
主
事
に
リ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

一
●
H
■
一
．
∴

山
々
と
牧
草
地
の

絶
妙
の
コ
ン
ト
ラ
ス

空
は
、
ぬ
け
る
よ
う
な
青
空
が

こ
ま
で
も
ひ
ろ
が
り
、
本
場
の

ロ
ル
と
は
ど
ん
な
所
だ
ろ
う
か

心
も
弾
み
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ

ト
と
バ
ス
は
進
み
ま
し
た
。

チ
ロ
ル
地
方
に
入
る
と
、
険
し

一

、

」

；

畳

口

二

亡

．

く

t

三

二

ポ
い
山
々
の
斜
面
に
は
き
れ
い
に
手

入
れ
さ
れ
、
青
々
と
し
た
牧
草
地

リ
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

流
想
像
を
し
て
い
た
以
上
の
風
景

校
に
銅
研
修
の
案
内
か
ら
す
べ

尉
翫
摘
鳥
肌
一
冒
棋
…

ら
れ
る
日
本
人
）
　
は
、
こ
の
美
し

い
風
景
に
つ
い
て
　
「
チ
ロ
ル
で
は

観
光
が
メ
イ
ン
の
産
業
で
す
。
山

は
だ
の
牧
草
地
は
自
治
体
が
地
形

ご
と
に
四
段
階
に
わ
け
て
、
補
助

金
を
支
給
し
、
観
光
的
に
も
景
観

を
守
る
た
め
に
も
整
備
し
て
い
る

ん
で
す
」
と
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

世界一美しい村アルスバッハの家

そ
し
て
、
バ
ス
は
、
世
界
一
美

し
い
村
と
い
わ
れ
る
ア
ル
ス
バ
ッ

ハ
に
到
着
。
と
に
か
く
、
村
が
清

潔
で
あ
る
と
い
う
の
が
第
一
印
象
。

レ
ス
ト
ラ
ン
も
、
民
家
も
、
そ

し
て
村
役
場
に
も
、
出
窓
に
あ
ふ

れ
ん
ば
か
り
の
花
が
咲
き
乱
れ
、

だ
れ
も
が
、
自
分
た
ち
の
村
を
き

れ
い
に
し
よ
う
と
の
熱
意
が
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
夕
方
チ
ロ
ル
で
の
最

初
の
宿
泊
地
ホ
ッ
ホ
ッ
フ
ユ
ー
ゲ

ン
に
到
着
し
ま
し
た
。

小
さ
な
国
際
交
流

で
き
ま
し
た

次
の
日
は
、
イ
エ
ン
バ
ッ
ハ
駅

か
ら
小
さ
を
蒸
気
機
関
車
に
乗
り

込
み
チ
ロ
ル
の
谷
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。
時
速
約
二
十
キ
ロ
。
ゆ
っ

く
り
と
美
し
い
風
景
が
流
れ
て
い

き
ま
し
た
。
線
路
に
沿
っ
て
、
道

路
が
あ
り
、
そ
こ
を
お
年
寄
り
や

若
者
た
ち
が
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
、

列
車
に
乗
っ
て
い
る
私
た
ち
に
手

を
振
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
こ
た
え
て
、
少
し
照

れ
を
が
ら
私
た
ち
も
手
を
振
る
と
、

小
さ
を
国
際
交
流
が
で
き
た
よ
う

を
気
持
ち
が
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
美
し
い
渓
谷
を
通
り

穆

終
点
の
マ
イ
ヤ
ー
ホ
ー
ヘ
ェ
ン
に

到
着
。
そ
こ
か
ら
、
バ
ス
で
シ
ュ

ー
グ
ア
イ
ス
と
い
う
貯
水
湖
へ
。

水
質
が
石
灰
石
の
水
で
、
飲
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
生
活
・

農
業
用
の
ダ
ム
と
し
て
、
チ
ロ
ル

の
人
た
ち
の
大
切
を
水
で
し
た
。

そ
し
て
、
昨
夜
の
ホ
テ
ル
へ
と
。

話
弾
ん
だ

本
場
チ
ロ
ル
で
の

町
づ
く
り

チ
ロ
ル
の
夕
焼
け
を
み
を
が
ら
、

二
日
間
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ

で
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
本
場
の

チ
ロ
ル
で
　
「
江
府
町
の
チ
ロ
ル
の

里
に
つ
い
て
語
ろ
う
」
と
活
発
を

意
見
交
換
が
始
ま
り
ま
し
た
。

沢
さ
ん
は
、
「
町
づ
く
り
の
柱

を
チ
ロ
ル
の
里
と
打
ち
出
し
て
お

ら
れ
る
な
ら
、
も
っ
と
チ
ロ
ル
に

こ
だ
わ
っ
て
ほ
し
い
。
例
え
ば
、

チ
ロ
ル
の
建
築
家
を
紹
へ
い
し
、

技
術
導
入
す
る
な
ど
」
と
ま
た
、

研
修
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
　
「
音
楽
な

ど
を
通
じ
た
交
流
活
動
が
で
き
れ

ば
」
な
ど
、
い
つ
ま
で
も
、
話
は

と
ぎ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
思
っ
た
こ
と

は
チ
ロ
ル
の
人
た
ち
が
自
然
と
の

調
和
を
図
り
な
が
ら
、
家
々
を
花

で
飾
っ
た
り
し
て
、
地
域
と
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
る
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
と
て
も
感
銘
し
ま
し
た
。

決
し
て
、
は
で
さ
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
豊
か
を
暮
し
を
お
く
っ
て

お
ら
れ
る
こ
と
も
、
大
い
に
学
び

ま
し
た
。

（
文
責
／
松
原
俊
二
、
末
次
義
晃
）

研
修
さ
れ
た
み
を
さ
ん
（
敬
称
略
）

川
端
直
（
本
五
一
、
宇
田
川
満
（
武
庫
）

宮
本
菊
男
（
下
安
井
）
、
橋
谷
憶
（
半
の
上
）

井
上
専
夫
（
荒
田
）
、
奥
田
親
雄
（
柿
原
）

川
上
富
夫
（
御
机
）
、
西
村
弘
樹
（
本
五
）

さまざまな国から多くの観光客が訪問

（9）
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臣二妄蒜
＿＿＿＿＿＿＿主二曇鯉′
†水にわいたこの夏、「三平山の水」も登場

▲俣野会場▲－一一一一一一

▲米沢会場▲

↓
青
空
に
白
球
が
飛
び
交
う

‥…一一日……▲江尾会場▲

↑
も
う
少
し
で
パ
ン
を
食
べ
あ
わ
り
ま
す

▲明倫会場▲一一一一

†さあ、これからが勝敗のわかれ道

1大声援があちらこちらで

…
…
…
子
供
の
国
保
育
園
…
・

lゴールまでもう少し」　バレ／

秋
晴
れ
の
も
と
、
九
月
十
八
日
に
町
内
一
斉
に
町
民
体
育
大
会
が
、

九
月
二
十
五
日
に
は
、
子
供
の
国
保
育
園
運
動
会
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

も
お
と
な
も
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
に
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。 nnV

†とても、競技にはみえません

音■㌢

†夫婦の息もピッタリあって！？

Soumu
四角形
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▲キャンペーンレディがせいぞろい

▲自衛隊ちびっこレンジャーコーナー

ル
を
す
べ
り
降

り
、
大
き
を
歓

声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。

レ
ス
キ
ュ
ー

訓
練
、
第
一
分

団
に
よ
る
操
法

訓
練
の
あ
と
、

消
防
車
七
台
に

よ
る
カ
ラ
ー
放

水
が
行
わ
れ
、

消
防
一
色
の
一

日
と
な
り
ま
し

た
。

●　消防まつり　●

夢いっl乱l
イベント盛りたくさん

消防団の活性化と消防活動への理解を深めて

いただくために、10月10日（月）運動公園グラウ

ンドで開催した消防まつり。

町内外から約2，500人が集まって、盛大に行

われました。

ミニ消防車試乗、レスキュー隊の訓練、カラ

ー放水などなど。子どもたちに人気のセーラー

三二三言霊≡崇三三三二三；憲芸…二⑳
ンペーンレディが案内をしました。

下
蚊
屋
の
荒
神
神
楽
で
始
ま
っ

た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
警
察
音
楽
隊

に
よ
る
軽
快
を
演
奏
に
よ
り
、
一

挙
に
雰
囲
気
は
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。そ

し
て
、
各
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

ど
こ
も
、
長
蛇
の
列
が
で
き
、
と

り
わ
け
、
江
府
消
防
署
の
皆
さ
ん

が
三
か
月
間
か
け
て
製
作
し
た
ミ

ニ
消
防
車
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
そ
う
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
自
衛
隊
の
皆
さ
ん
に
よ

る
ち
び
っ
こ
レ
ン
ジ
ャ
ー
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
仮
設

の
か
ご
に
乗
っ

た
子
供
た
ち
が
、

約
二
十
メ
ー
ト

▲

七色のカラー放水が行われました
（日野川河川敷）

（11）

▲子供たちに大人気のミニ消防車
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平
成
六
年
度
鳥
取
県
景
観
大
賞
・
建
築
物
部
門

俣
野
小
学
校
・
景
観
賞
に
輝
く

全
県
公
園
化
構
想
を
打
ち
出
し
て
い
る
鳥
取
県
で
は
、
こ
の

天

神戸で大好評

神戸市・魚崎町で物産展

▲ずらりと並んだチロルの里の特産品

（12）

神
戸
市
（
魚
崎
町
）
の
川
井
公

園
で
九
月
二
十
五
日
（
日
）
　
に
物

産
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

神
戸
市
の
魚
崎
町
と
交
流
を
行

っ
て
い
る
本
町
は
、
ト
マ
ト
、
白

ネ
ギ
を
ど
の
農
産
物
を

出
展
、
販
売
。

「
と
っ
て
も
、
新
鮮

を
野
菜
で
す
ね
」
と
毎

年
、
開
か
れ
る
物
産
展

に
は
、
チ
ロ
ル
の
里
の

特
産
品
を
お
目
当
て
の

方
も
。会

場
に
は
、
江
尾
十

七
夜
に
参
加
さ
れ
た
方

も
来
ら
れ
て
、
夏
の
思

い
出
話
に
花
が
咲
い
て

い
ま
し
た
。

Soumu
四角形
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ミジャンケン・ボン〝モ［誓ズ禁暫

明倫小の児童たちといっしょに楽しい運動会

▲「ジャンケンボン．′」「あ．′ぼくの勝ちだ」

⑳

▲パン食い競争に一生懸命のお年寄り

十
月
四
日
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
で
楽
し

い
運
動
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
運
動
会
に
は
、

明
倫
小
学
校
の
児
童
た

ち
も
い
っ
し
ょ
に
参
加
。

ジ
ャ
ン
ケ
ン
競
争
、
パ

ン
食
い
競
争
、
ボ
ー
ル

送
り
な
ど
、
お
年
寄
り

の
皆
さ
ん
も
夢
中
に
な

っ
て
競
技
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
運
動
会

の
あ
と
、
児
童
た
ち
は
、

伯
蓄
天
神
ば
や
し
を
披

露
。
楽
し
い
ふ
れ
あ
い

の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

で」と呼びかける㊨「交通事故し梨
秋の全回交通安全運動・街頭指導

穆

「
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
」
と
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

た
の
は
、
交
通
安
全
母
の
会
の
皆

さ
ん
。

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
行
わ
れ
た
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
。
そ
の
期
間
の
九
月
二
十
八

日
、
柿
原
入
口
で
、
梨
を
ド
ラ
イ

バ
ー
に
渡
し
を
が
ら
、
「
交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
、
安
全
運
転
を
」
と

訴
え
て
い
ま
し
た
。

ト
交
通
安
全
の
看
板
を
か
か
げ
て

ト
「
安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す
」
と
呼
び
か
け
る

還
あ
望
芸
還
垂
炉
貰
苗

温
海
窃
⑯
団
竜
山

江
府
中
学
校
・
ク
リ
J
／
・
ク
リ
J
ノ
作
戦

▲自分たちの町は自分たちできれいにしよう（上ノ段広場）

十
月
三
日
、
江
府
中

学
校
の
生
徒
全
員
が
町

を
清
掃
し
ま
し
た
。

い
つ
も
、
通
学
し
て

い
る
道
路
、
江
尾
駅
周

辺
、
総
合
体
育
館
周
辺

そ
れ
に
、
上
ノ
段
広
場

な
ど
を
清
掃
。
ふ
だ
ん

何
げ
を
く
通
っ
て
い
る

所
に
も
、
草
が
い
っ
ぱ

い
お
い
茂
っ
て
い
て
、

生
徒
た
ち
は
汗
を
ぶ
る

ぶ
る
か
き
を
が
ら
草
刈

り
を
し
て
い
ま
し
た
。
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とこでも学ぼう
生涯学習システムづくり

生
涯
学
習
ア
ン
ケ
ー
ト

（
生
涯
学
習
に
つ
い
て
町
民
の
意
向
）

昨
年
（
平
成
五
年
八
月
）
県
西

部
公
民
館
の
企
画
で
　
「
成
人
の
意

識
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。
調
査

の
対
象
は
三
十
才
か
ら
五
十
九
才

ま
で
の
男
女
で
、
男
女
共
に
三
十

人
ず
つ
の
計
六
十
人
の
方
か
ら
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

生
涯
学
習
そ
の
も
の
の
調
査
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
関
連
あ
る
こ
と

が
ら
に
つ
い
て
一
部
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

◎
「
生
き
が
い
」
　
に
つ
い
て

『
今
、
あ
を
た
は
何
か
に
　
「
生
き

が
い
」
を
感
じ
て
い
ま
す
か
』
　
の

㊥「生きがい」を感じること

（男） （女）

：1　 3 6％ 21％

〉 14 13

38

′む ……

の参加

16 10

1 2 6

・職業や仕事のこと

・家族が健康である

・子どもの成長

・趣味や娯楽で楽し

㊨鋸社会㈲へ

問
に
、
解
答
者
六
十
人
の
内
、
四

十
五
人
（
七
十
五
％
）
が
　
「
感
じ

て
い
る
」
　
と
答
え
て
お
り
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
図
1
の
よ
う
に
を

っ
て
い
ま
す
。

回
答
数
の
多
い
順
に
第
一
位
は

男
性
で
　
「
職
業
や
仕
事
の
こ
と
」
、

女
性
で
は
　
「
子
ど
も
の
成
長
」
　
で

第
二
位
は
こ
れ
と
対
照
的
に
男
女

が
入
れ
替
り
、
こ
の
二
項
だ
け
で

男
女
共
半
数
を
し
め
て
い
ま
す
。

又
、
「
趣
味
・
娯
楽
」
は
年
齢
が

高
く
な
る
ほ
ど
増
え
る
傾
向
が
見

ら
れ
ま
す
。

◎
「
生
涯
学
習
」
　
に
つ
い
て

男
性
九
十
三
％
・
女
性
九
十
七

％
と
ほ
と
ん
ど
の
人
が
必
要
だ
と

答
え
て
お
り
、
そ
の
理
由
と
し
て

は
男
女
共
「
生
き
が
い
つ
く
り
」

が
圧
倒
的
で
　
「
知
識
・
技
能
を
得

る
」
　
「
社
会
に
遅
れ
を
い
」
な
ど

の
順
に
を
っ
て
い
ま
す
。

◎
「
現
在
、
継
続
し
て
学
習
し
て

い
る
」
　
に
つ
い
て

男
女
合
わ
せ
て
二
十
四
人
　
（
四

十
％
）
　
の
人
が
学
習
を
し
て
い
る

と
答
え
、
そ
の
内
容
は
図
2
の
よ

う
に
、
男
性
は
体
を
動
か
す
よ
う

㊥現在、継続して学習していること

（男 ） （女 ）

28 ％ 1 8％

ヨ ン ・‥ 13 8 l

l

l

11 7

妄術 ・…

良作 … …

関 し て ・

10 8

5 2 8

5 7

9 5

25

・職業・生産活動について

・スポーツ・レクリェーシ

・環境問題に関して　…

・保健衛生・健康について

絵画等の趣味・芸・文学、

・育児や子どもの教育

・ワープロリパソコンの操

・郷土の歴史や文化財に

ミ及び＝
大

演

を
職
業
・
生
産
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ

活
動
に
、
女
性
は
趣
味
・
芸
術
等

個
人
的
に
と
り
組
め
る
こ
と
が
中

心
の
よ
う
で
す
。
最
近
よ
く
話
題

に
な
る
環
境
問
題
に
は
、
男
女
共

高
年
齢
の
人
の
回
答
が
集
っ
て
い

ま
す
。

又
、
学
習
を
し
て
い
な
い
人
で

は
　
「
忙
が
し
い
」
　
の
理
由
が
最
も

多
数
（
男
女
平
均
三
十
％
）
　
で
、

中
で
も
四
十
～
五
十
才
の
人
の
率

が
高
く
、
三
十
才
か
ら
四
十
五
才

の
女
性
で
　
「
同
好
者
が
い
な
い
」

「
周
囲
の
理
解
」
　
の
回
答
が
目
立

ち
ま
し
た
。

⑳

⊂竺空若荒等
〇
日
時
　
平
成
六
年
　
Ⅷ

十
二
月
十
一
日

○
会
場
　
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー

ム
　
タ
　
テ
ィ
ゾ
ウ

○
講
師
　
牟
田
悌
三

〇
芸
歴

※
滞
つ
く
し

※
和
っ
こ
の
金
メ

ダ
ル
　
他

◎
大
河
ド
ラ
マ

「
八
代
将
軍
吉
宗
」

加
納
　
政
直
役

○
そ
の
他

※
文
部
省
生
涯
学

習
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

主
催
　
江
府
町
・
江
府
町
教
育
委

員
会
・
江
府
町
公
民
館

後
援
　
人
づ
く
り
委
員
会

Soumu
四角形
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生涯学習伝言板

いつでも学ぼう

不
思
議
な
秋

毎
日
汗
と
ほ
こ
り
に
ま
み
れ
て
、

空
ば
か
り
見
上
げ
を
が
ら
　
「
暑
い

暑
い
」
と
嘆
い
て
い
た
の
に
、
突

然
、
い
つ
の
ま
に
か
と
い
う
感
じ

で
秋
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

秋
を
感
じ
た
と
た
ん
に
、
瞑
想

に
ふ
け
っ
て
い
る
自
分
に
気
が
つ

き
ま
せ
ん
か
？

ど
う
し
て
楓
の
葉
は
紅
葉
す
る

の
か
、
ど
う
し
て
茜
ト
ン
ボ
の
し

っ
ば
は
赤
く
な
る
の
か
、
ど
う
し

て
柿
の
実
は
赤
く
色
づ
く
の
か
…
。

ポ
カ
ポ
カ
し
た
縁
側
の
日
だ
ま

り
で
た
わ
い
を
い
疑
問
を
拾
っ
て

み
る
と
「
ン
？
」
と
思
う
こ
と
が

案
外
落
ち
て
い
る
も
の
で
す
。
何

気
を
く
見
過
ご
し
て
し
ま
う
風
景

も
、
心
の
中
に
受
け
皿
が
用
意
で

き
さ
え
す
れ
ば
、
秋
の
味
覚
も
大

盛
り
で
写
し
出
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
不
思
議
に
感
じ
た
こ
と

は
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
こ
と
が
大

切
。
紅
葉
は
、
ア
ン
ト
シ
ア
ン
と

い
う
赤
の
色
素
が
増
え
る
こ
と
に

よ
り
生
ま
れ
る
現
象
。
ま
た
茜
ト

ン
ボ
は
、
初
夏
に
羽
化
し
、
秋
に

繁
殖
行
為
を
す
る
た
め
、
特
に
オ

ス
が
赤
色
が
強
く
な
る
ほ
ど
、
疑

問
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
図
書
館

で
解
決
で
き
ま
す
。

▲ミニギャラリーの作品

十
月
か
ら
展
示
中
の
新
見
利
明

さ
ん
の
糸
の
こ
作
品
で
す
。

つ
『
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
情
報
』

領
一
汽
】
一
呂

七
五
三
は
、
子
供
の
無
事
な
発

育
を
喜
び
、
を
お
い
っ
そ
う
の
成

長
を
願
っ
て
、
そ
の
年
の
子
に
晴

着
を
着
せ
、
神
社
・
氏
神
な
ど
に

詣
で
る
行
事
で
あ
る
。

現
在
は
男
の
子
三
歳
と
五
歳
、

女
の
子
三
歳
と
七
歳
が
親
と
と
も

に
宮
参
り
を
す
る
が
、
古
く
は
男

女
三
歳
で
髪
置
き
の
祝
い
、
男
児

五
歳
で
袴
着
の
祝
い
、
女
児
七
歳

で
帯
解
き
の
祝
い
を
行
っ
た
。

近
年
ほ
ぼ
全
国
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
を
っ
た
が
、
も
と
も
と
は

日
本
の
農
村
か
ら
ご
く
自
然
に
生

ま
れ
て
き
た
風
習
で
あ
る
。

中
世
以
来
、
日
本
で
は
赤
ん
坊

は
男
女
と
も
、
た
い
て
い
頭
を
青

く
そ
り
、
三
つ
の
誕
生
日
に
初
め

て
髪
を
伸
ば
す
風
習
が
あ
っ
た
。

も
う
赤
ん
坊
で
は
な
い
と
い
う
意

味
で
こ
れ
を
髪
置
き
と
呼
ん
だ
。

男
の
子
は
五
歳
に
在
る
と
袴
着
と

い
っ
て
、
初
め
て
袴
を
は
い
た
。

女
の
子
は
七
歳
に
を
る
と
、
ひ
も

つ
き
の
着
物
に
か
わ
っ
て
帯
を
し

め
た
。
こ
れ
を
紐
解
き
、
帯
解
き

と
言
い
七
歳
に
な
っ
て
は
じ
め
て

一
人
前
の
人
間
と
し
て
社
会
に
認

め
ら
れ
た
の
で
す
。

（
新
着
図
書
）

○
大
往
生
　
　
　
　
永
　
　
六
輔

○
帰
郷
　
　
　
　
　
海
老
沢
泰
久

○
わ
が
青
春
の
台
湾
、
わ
が
青
春

き
ゅ
・
－
　
　
　
　
え
い
か
′
几

の
香
港
　
　
　
　
郎
　
　
永
漢

○
息
子
よ
娘
よ
　
　
吉
村
　
英
夫

○
地
球
へ
、
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

杉
本
　
和
乃

○
父
が
娘
に
綴
っ
た
あ
る
一
冊
の

日
記
　
　
　
　
　
山
本
押
一
郎

○
雲
仙
長
崎
殺
意
の
旅西

村
京
太
郎

○
南
国
か
つ
お
ま
ぐ
ろ
旅

椎
名
　
　
誠

〇
八
ヶ
岳
倶
楽
部
、
森
と
暮
ら
す

森
で
学
ぶ
　
　
　
柳
生
　
　
博

○
永
田
町
大
乱
　
　
鈴
木
　
棟
一

〇
台
所
で
で
き
る
が
ん
予
防

井
藤
　
久
雄

（
今
月
の
お
す
す
め
）

「
か
こ
さ
と
し
の
食
べ
ご
と
大
発
見
」

・
乃
　
　
こ
　
　
　
　
き
と
．
し

加
古
　
里
子

お
い
し
い
ご
飯
の
秘
密
、
揚
げ

も
の
の
コ
ツ
、
季
節
行
事
の
食
べ

も
の
、
野
菜
の
切
り
方
、
下
ご
し

ら
え
、
お
す
し
の
ネ
タ
、
魚
の
お

ろ
し
方
か
ら
煮
万
ま
で
、
心
と
か

ら
だ
に
役
立
つ
お
い
し
い
絵
本
／
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町報愛読者からの声
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●画

患筍曽包⑯

払≪屯僧

曾鹿勤窃

町
外
に
住
む
町
報
こ
う
ふ
を
愛
読
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら

町
報
や
町
に
つ
い
て
の
感
想
、
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

16

町
の
発
展

よ
く
わ
か
る

町
報
こ
う
ふ
も
時
と
と
も
に
、

様
変
り
し
、
多
種
多
様
に
わ
た
り

編
集
の
方
は
大
変
ご
苦
労
を
こ
と

と
思
い
ま
す
。

以
前
、
長
い
間
掲
載
さ
れ
て
い

た
記
事
が
今
は
紙
面
か
ら
消
え
て

い
ま
す
。
何
か
理
由
が
あ
っ
た
の

で
す
か
。

現
在
、
各
町
村
が
い
か
に
し
て

特
徴
を
出
し
、
活
性
化
を
図
り
、

発
展
す
べ
く
努
力
し
て
い
ま
す
が
、

江
府
町
も
ま
た
然
り
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
つ
れ
、
町
報
こ
う
ふ
も

町
民
の
ふ
れ
あ
い
、
町
の
行
事
、

そ
の
他
、
い
つ
も
紙
面
が
充
実
し

て
い
ま
す
。

今
後
、
ま
す
ま
す
町
の
発
展
と

編
集
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
と
ご
活

躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

（
岡
山
県
よ
り
）

㊨

緑
地
公
園
な
ど

あ
れ
ば
…

町
も
美
し
く
自
然
に
囲
ま
れ
た

静
か
を
環
境
の
な
か
に
昔
は
想
像

も
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
の
発
展
ぶ

り
に
驚
い
て
い
ま
す
。

道
路
が
き
れ
い
に
な
り
整
備
さ

れ
て
人
と
車
の
往
来
も
便
利
に
な

り
ま
し
た
が
、
子
供
の
こ
ろ
の
日

野
川
辺
り
で
泳
い
だ
り
、
枯
草
の

上
を
こ
ろ
げ
ま
わ
っ
た
り
し
た
場

所
も
な
く
な
り
、
さ
び
し
い
気
が

い
た
し
ま
す
。

こ
れ
も
、
時
代
の
流
れ
で
い
た

し
方
な
い
で
し
ょ
う
が
、
で
き
れ

ば
老
人
も
子
供
も
気
楽
に
散
歩
を

楽
し
め
る
よ
う
を
車
や
バ
イ
ク
の

入
ら
な
い
緑
地
公
園
の
よ
う
を
、

し
か
も
土
の
道
で
樹
木
も
植
え
て

あ
り
、
水
が
流
れ
て
、
そ
ん
を
場

所
、
遊
歩
道
を
時
お
り
田
舎
に
帰

っ
て
散
策
し
て
み
た
い
と
思
っ
た

り
も
し
ま
す
。
都
会
の
道
は
舗
装

さ
れ
て
堅
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

一
層
土
の
道
が
な
つ
か
し
く
を
る

の
で
し
ょ
う
か
。

（
東
京
都
　
青
木
花
子
）

町内の民謡などを
楽譜にしたい

町報についての感想は唯々あり

がたいとのみ思っています。

故郷を離れた身にとって、実に

心の励み、なぐさめになります。

さて、口幅ったい考えですが、

町内の古老のお方で覚えていらっ

しゃる人がありましたら、町内古

来の民謡、わらべ歌をテープに納

めてお送りくださいませんか。私

微力をがら、楽譜に記して町に寄

贈したいと思います。

現在、私の記憶している曲、歌

は譜面にして町に寄贈しようと目

下、消書中です。

古老の方のテープをお願いでき

れば、幸いです。

（松江市　大岩季男）

細
か
い
配
慮
が

い
っ
ぱ
い

町
の
よ
う
す
が
生
き
生
き
と
伝

っ
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

大
き
を
字
で
わ
か
り
や
す
い
言

葉
づ
か
い
や
写
真
も
多
く
取
り
入

れ
て
あ
り
、
非
常
に
親
し
み
や
す

い
紙
面
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
い
て
、
例
え
ば
、
図
書

館
の
新
着
、
雑
誌
の
紹
介
や
介
護

問
題
を
ど
細
か
い
配
慮
も
を
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
長
野
県
よ
り
）

⑳
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走
馬
灯
の
よ
う
に

昔
を
思
い
出
す

年
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
は
遠

く
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
町
報

を
購
読
す
る
よ
う
に
な
っ
て
走
馬

灯
の
よ
う
に
昔
の
こ
と
が
胸
中
に

よ
み
が
え
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
ど
も
の
若
い
頃
の
江
尾
の
よ

う
す
と
は
驚
き
の
一
言
で
す
。
立

派
に
、
そ
し
て
、
き
れ
い
に
い
ろ

い
ろ
の
施
設
が
で
き
発
展
し
て
い

く
ふ
る
さ
と
に
本
当
に
う
れ
し
く

胸
を
張
っ
て
老
人
会
な
ど
で
自
慢

⑳

を
し
て
お
り
ま
す
。
で
も
、
発
展

の
陰
に
は
子
供
の
こ
ろ
の
思
い
出

の
場
所
が
次
々
と
消
え
て
し
ま
い
、

ち
ょ
っ
と
さ
び
し
い
思
い
も
ご
ざ

い
ま
す
。

九
月
の
町
報
は
、
江
尾
十
七
夜
、

昔
は
お
寺
の
本
堂
の
前
で
踊
り
ま

し
た
。
ド
ー
ン
ド
ー
ン
と
太
鼓
の

音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

遠
い
遠
い
昔
の
こ
と
で
し
た
。
そ

の
こ
ろ
を
思
い
出
し
涙
が
出
て
ま

い
り
ま
し
た
。
毎
月
の
故
郷
の
ニ

ュ
ー
ス
を
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
堺
市
　
城
下
つ
ぎ
）

何
と
も
い
え
な
い

を
ご
や
か
を
気
持
ち
に

い
つ
も
遠
い
故
郷
の
こ
と
を
思

い
浮
か
べ
を
が
ら
、
な
つ
か
し
く

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。特

に
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
な
つ

か
し
い
風
景
、
町
民
の
皆
様
の
写

真
を
拝
見
し
て
い
る
と
都
会
の
あ

わ
た
だ
し
さ
を
忘
れ
、
子
供
の
こ

ろ
が
思
い
出
さ
れ
、
何
と
も
い
え

を
い
な
ご
や
か
を
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。ま

た
、
同
時
に
自
然
を
残
し
を

が
ら
、
刻
々
と
変
化
を
と
げ
て
い

く
故
郷
の
様
子
に
時
代
の
移
り
変

わ
り
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
文
章
の
端
々
に
執
筆
さ

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
の
心
の

ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

（
東
京
都
よ
り
）

▲いつまでも、たえることのない小川のせせらぎ

チ
ロ
ル
の
里
を

も
っ
と
ピ
ー
ア
ー
ル

江
府
町
の
皆
様
お
元
気
で
し
ょ

う
か
。
小
生
も
倉
吉
市
に
来
て
か

ら
早
や
二
年
半
に
在
り
ま
し
た
。

今
年
四
月
よ
り
町
報
を
ご
送
付

い
た
だ
き
、
を
つ
か
し
く
愛
読
し

て
い
ま
す
。
当
地
に
お
り
ま
す
と

「
チ
ロ
ル
の
里
」
と
い
っ
て
も
ど

こ
の
こ
と
と
い
う
人
も
多
々
あ
り

ま
す
の
で
、
町
外
に
も
っ
と
も
っ

と
宣
伝
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
倉
吉
市
　
神
坂
克
行
）

‖琵

Soumu
四角形

Soumu
四角形



楽
し
み
に

待
っ
て
ま
す

内
容
も
さ
る
こ
と
を
が
ら
、
毎

月
の
号
が
そ
の
日
の
う
ち
に
配
布

さ
れ
る
こ
と
。
当
然
と
い
え
ば
、

当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
広
報

担
当
さ
ん
の
努
力
の
た
ま
も
の
と

思
い
ま
す
。

広
報
紙
編
集
に
は
、
い
ろ
い
ろ

き
ま
り
ご
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

が
、
写
真
も
ほ
ど
ほ
ど
、
活
字
も

ほ
ど
よ
い
大
き
さ
で
、
見
や
す
い

広
報
紙
だ
と
思
い
ま
す
。

待
っ
て
い
ま
す
。
来
月
の
町
報

こ
う
ふ
。
　
（
会
見
町
　
岩
田
）

郷
愁
標
う
写
真
に
感
銘
し
て
い
ま
す

江
府
町
を
離
れ
て
三
十
余
年
。

年
々
見
知
ら
ぬ
方
々
が
登
場
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

バ
ッ
ク
の
風
景
な
ど
、
ハ
ッ
と
す
る
場
合
も
と
き
ど
き
あ
り
、

た
い
へ
ん
を
つ
か
し
く
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
故
郷
の
出
来
事
の
あ
れ
こ
れ
を
知
ら
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

（
札
幌
市
　
加
藤
寛
紀
）

鳩

l・唇・～
予宵

㊨　▲秋風にたなびくすすきの穂（美用）

レ
イ
ア
ウ
ト
に

工
夫
を

最
近
は
内
容
も
充
実
し
て
鳥
取

県
の
一
自
治
体
の
活
発
を
動
き
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
が
、
広
報
紙
の

レ
イ
ア
ウ
ト
（
割
付
）
を
も
う
少
し

勉
強
さ
れ
る
と
、
な
お
、
す
ぼ
ら

し
い
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

白
い
ス
ペ
ー
ス
（
余
白
）
が
目
立
ち

過
ぎ
る
の
が
気
に
な
り
ま
す
。

（
東
京
新
聞
編
集
局
次
長

宇
治
敏
彦
）

子
ど
も
た
ち
が

興
味
を
も
つ
も
の
に

町
外
か
ら
通
勤
し
て
い
る
私
た

ち
に
は
、
江
府
町
の
現
状
を
一
番

よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
月
一
回

手
に
す
る
の
を
非
常
に
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

町
報
そ
の
も
の
に
つ
い
て
言
え

ば
、
就
学
児
が
も
っ
と
興
味
を
持

つ
よ
う
を
も
う
少
し
対
象
年
齢
を

下
げ
た
内
容
、
編
集
も
で
き
れ
ば

と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
米
子
市
　
倉
本
峰
男
）

地
方
の
時
代

江
府
町
が
主
役
に

毎
月
、
町
報
紙
を
拝
見
い
た
し

感
銘
新
た
に
い
た
し
て
い
る
所
で

あ
り
ま
す
。

釆
た
る
二
十
一
世
紀
に
は
、
地

方
の
時
代
と
日
本
も
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
と
思
わ
れ
る
昨
今
、
江
府

町
が
ま
す
ま
す
繁
栄
さ
れ
ま
す
こ

と
を
東
日
本
の
地
で
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

（
茨
城
県
よ
り
）

鮎
18

貴
重
な
ご
意
見

あ
り
が・

・．・．＿～

」

感
想

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
の
た
び
、
町
外
に
住
む
町
出
身
の
皆
さ
ん
や
町
外
の
事
業

所
な
ど
の
皆
さ
ん
に
、
町
報
や
町
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
お
寄
せ
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
町
の
発
展
に
驚
い
て
い
る
」
「
土
の
道
で
、
樹
木
も
植
え
て

あ
る
緑
地
公
園
が
あ
れ
ば
」
「
も
っ
と
チ
ロ
ル
の
里
を
ピ
ー
ア
ー

ル
を
」
な
ど
の
声
や
「
十
五
年
間
、
愛
読
し
て
ま
す
」
、
「
長

い
間
、
掲
載
し
て
あ
っ
た
記
事
が
最
近
な
い
の
は
」
、
「
レ
イ

ア
ウ
ト
に
も
っ
と
工
夫
」
を
ど
町
報
に
つ
い
て
の
ご
意
見
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
を
皆
さ
ん
の
声
を
ふ
ま
え
て
、
ふ
る
さ

と
の
示
ッ
ト
を
情
報
を
今
後
も
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
（
係
）
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一
や
さ
し
万
骨
護
の
た
め
に
∵
・

2

寝
具
は
寝
起
き
の

し
や
す
い
も
の
を

●

寝
具
は
、
介
護
す
る
方
に
と
っ
て
は
ベ
ッ
ト
の
方
が
楽
な
の
で
す
が
、

あ
く
ま
で
も
お
年
寄
り
の
状
態
に
合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

は
っ
て
な
ら
動
け
る
場
合
と
か
、
転
落
す
る
危
険
が
あ
る
場
合
は
ふ
と

ん
の
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

3　からだの動きをさまたげないもの

6吸湿性通気■l弘のあるもの

住
み
慣
れ
た
家
で
お
年
寄
り
を

介
護
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
今
回

は
具
体
的
に
説
明
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
、
お
年
寄
り
の
部
屋
に
つ

い
て
は
、
次
の
主
を
点
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

●
温
度
・
湿
度
に
配
慮
す
る
こ
と
。

冬
場
は
、
室
内
温
度
は
一
九
～

二
二
度
（
夏
場
は
二
〇
～
二
四

度
）
　
に
、
湿
度
は
五
〇
～
七
〇

パ
ー
セ
ン
ト
に
し
、
換
気
に
注

意
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
お
年

寄
り
の
要
望
を
聞
い
て
く
だ
さ

ヽ

」

　

0

■
家
族
の
声
が
聞
こ
え
、
気
軽
に

声
を
か
け
ら
れ
る
場
所

●
明
る
く
、
日
あ
た
り
、
風
通
し

が
よ
い
こ
と
。

次
に
、
よ
い
寝
具
の
条
件
と
し

て
次
の
点
（
下
の
図
）
　
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

回
か
ら
だ
が
沈
み
込
ま
な
い
も
の

凰
か
け
ぶ
と
ん
は
軽
め
に

国
か
ら
だ
の
動
き
を
さ
ま
た
げ
を

い
も
の

凰
枕
は
低
く
て
大
き
を
も
の

圏
手
入
れ
が
簡
単
を
も
の

圏
吸
湿
性
・
通
気
性
の
あ
る
も
の

団
シ
ー
ツ
は
大
き
め
の
も
の
で
ひ

ん
ぽ
ん
に
交
換
す
る

圏
ふ
と
ん
は
二
組
あ
る
と
交
互
に

干
し
て
使
え
て
便
利

シーツは大きめのものでひんぽん

に交換する

手入れが簡単なもの

8孟夏至芸孟組あると交互に干して

∇▽▽∇腎ふとんの場合に注意したいこと▽▽習∇㌃ア

短遊撃琴拶
下にすのこなどを敷き，通風性を考える　．敷き′5くとんはからだが沈まない硬さのものを敷く場所をときとき変える　　　　　　．ふとんはこまめに干す

（19）
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組毎一瞥〝
10月1日から

保障制度かかわりました
ト入院中の食事代の一部が患者負担に1

期　 間 平成 6 年10日 1 日から
平成 8 年10 月 1 日から

該当者 平成 8 年 9 月30 日まで

椴　　　　 の　　　　 方 1 日　　 6 0 0 円 1 日　　 8 0 0 円

町　 民　 税　 非　 課　 税　 世　 帯　 の　 方 1 日　　 4 5 0 円 1 日　　 6 6 0 円

町民税課税世帯の方 ・90日をこえ入院する場合 1 日　　 3 0 0 円 1 日　　 5 0 0 円

町 民税 課 税世 帯 の 老齢 福 祉 年 金 受 給 者 1 日　　 2 0 0 円 1 日　　 3 0 0 円

町民税非課税世帯の方で、入院している方または入院される方は「負担額認定証」がなければ入院

中の食事代の減額を受けることができません。国民健康保険の被保険者で町民税課税世帯の方・老人

医療該当者の方で入院のため「負担減額認定証」が必要を方は役場において手続きをしてください。

■手続きに必要なもの／健康保険証・印かん・老人医療受給者証（老人医療受給者のみ）

警
察
の
犯
罪
捜
査
に

ご
協
力
を

●
　
「
事
件
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら

一
一
〇
番
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
つ
の
事
件
を
ふ
り
返
っ
て

み
た
と
き
、
事
件
関
係
者
や
目
撃

さ
れ
た
方
の
一
一
〇
番
通
報
が
あ

れ
ば
、
そ
の
現
場
で
犯
人
を
捕
ま

え
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
被
害
者

を
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

一
一
〇
番
の
通
報
は
、
早
け
れ

ば
早
い
ほ
ど
、
被
害
者
を
無
事
救

出
し
、
犯
人
を
早
く
捕
ま
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
「
事
件
か
を

？
」
と
思
っ
た
時
な
ら
、
い
つ
で

も
し
て
く
だ
さ
い
。

●
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ

と
は
積
極
的
に
通
報
を
し
て
く
だ

さ
い事

件
が
起
っ
た
時
、
不
審
を
人

や
車
を
目
撃
し
た
と
か
、
あ
る
い

は
、
犯
人
に
似
た
人
を
知
っ
て
い

る
と
い
っ
た
場
合
、
た
め
ら
わ
ず

ど
ん
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

す
ぐ
に
、
一
一
〇
番
通
報
か
最

寄
り
の
駐
在
所
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

●
聞
き
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を
お

顔
い
し
ま
す

聞
き
込
み
捜
査
は
、
事
件
が
起

っ
た
と
き
、
捜
査
員
が
皆
さ
ん
の

お
宅
を
訪
問
し
て
、
事
件
に
関
す

る
こ
と
を
聞
い
て
歩
く
捜
査
活
動

で
す
。皆

さ
ん
の
ひ
と
こ
と
が
事
件
の

解
決
に
重
要
を
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
の
か
か
ら
な

い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
膜
い
し

ま
す
。

●
万
「
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は

必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

不
幸
に
し
て
犯
罪
に
あ
っ
た
時

「
面
倒
だ
」
な
ど
の
理
由
か
ら
届

出
を
し
な
い
方
が
い
ま
す
が
、
そ

れ
が
結
果
的
に
犯
人
を
助
け
る
こ

と
に
を
り
ま
す
。

警
察
は
、
届
け
出
さ
れ
た
方
の

身
の
安
全
を
守
り
ま
す
の
で
、
勇

気
を
出
し
て
届
出
を
し
て
く
だ
さ

ヽ

■

　

0

－
∨

サービス業基本調査にご協力を．／
総務庁では、11月1日現在でサービス業基本調査を実施します。近年、経済のサ

ービス化の進展により、我が国のサービス産業の重要性がますます高まっています。

この調査は、統計法に基づく指定統計調査として行うもので、サービス業事業所の

従業者数、事業収入金額などの基本的を項目について、調査票に記入していただく

ものです。調査票は、統計上の目的だけに用いられ、課税などの他の目的に用いら

れることは決してありません。10月下旬から調査員が事業所を訪問して調査票の記

入をお願いしますので、調査に御協力ください。

ほ0）

㊨
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取
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

1

0
月
1
日
か
ら

最
低
賃
金
は
最
低
賃
金
法
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
、

事
業
主
は
最
低
賃
金
よ
り
低
い
賃
金
で
労
働
者
を
使
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

県
で
は
、
県
内
す
べ
て
の
労
働
者
　
（
常
用
、
臨
時
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
問
い
ま
せ
ん
）
　
と
労
働
者
を
ひ
と
り

で
も
使
用
し
て
い
る
す
べ
て
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

予
防
接
種
法
が
改
正

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

予
防
接
種
で

な
く
な
り
ま
し
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
予
防
接

種
法
に
よ
り
、
毎
年
十
一
月
か
ら

十
二
月
に
か
け
て
予
防
接
種
を
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
六
月
に
予

防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
予
防
接
種
の
対
象
で

を
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
今
年
か
ら
町
に
よ

る
接
種
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

⑳

鳥取県最低賃金表

今までの額 改正額

日　 額
円 円

4 ，2 6 9 4 ，3 7 1

時 間額
円 円

5 3 4 5 4 7

※ただし、最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当

家族手当は算入しません。

1
0
月
1
日
か
ら

行
政
手
続
法
が
ス
タ
ー
ト

こ
の
法
律
は
、
行
政
運
営
の
公

正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
施
行
さ

れ
た
法
律
で
す
。

主
を
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
法
令
に
基
づ
き
、
市
町
村
を
含

む
行
政
機
関
が
行
う
申
請
に
対
す

る
許
認
可
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の

審
査
基
準
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て

お
き
、
公
表
す
る
こ
と
。

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※会議などによっては、場所・時間などが変更

になることもありますのでご確認ください。

牒訴誹誹礼邑恥
1、0月・11月

日　 付 行　 事　 予　 定 日　 付 行　 事　 予　 定

10 ／ 24（月） 三町衛 生施設組 合監査会
島根 県邑智町 視察来町

10 ／30 （冒） 文化祭作品展示 、カサラフアーム収穫祭

25伏） 不要犬 引取 日 3 1（月）

26（羽 部 落解放 とあ らゆ る差別撤廃 条例 1 1 ／ 1 伏） 町慰霊祭 （仙10 ：00）
審議 会 山村開発 セ ン ター

2 7（杓
町 高齢 者 スポー ツ大会 （仙10 ：00）　　　町民総合体 育館 2 （水） 水 力発電 交付 金会議

28 （釦 高校 総体 リハ ーサ ル大会 3 休） 文化 ・芸 能発表会 ・チ ャ リテ ィー　　　山村開発 セ ン ター

29拙
文化祭作 品展 示

4 （釦 第20回町 同和教育研究集 会
山村開発 セ ンタ一 ・日輪閣 山村 開発 セ ンター

（21）

Soumu
四角形

Soumu
四角形



第
5
回
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
イ
ズ

■
賞
品

A
賞

Q
ク
イ
ズ
に
こ
た
え
て

豪
華
賞
品
を
も
ら
お
う
〃

マ
ル
チ
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ

ス
ク
プ
レ
ー
ヤ
Ⅰ（

2
0
人
）

C
D
ラ
ジ
カ
セ
（
4
0
人
）

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
（
1
4
型
）
　
（
4
0
人
）

10万一の場合の保険。

（シートベルトの着用者には、事故の場合、
搭乗者儀容保険金の3割が加算される）

二璃
（割増額＝搭乗者傷害保険金×38％）

（22）

働
日
本
交
通
安
全
教
育
普
及
協

会
で
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

推
進
を
図
る
た
め
に
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
す
。

次
の
質
問
に
こ
た
え
て
、
お
送

り
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
を
か
か

ら
、
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
ー

ヤ
ー
な
ど
の
賞
品
が
も
れ
を
く
あ

た
り
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

間
1
、
運
転
す
る
人
は
、
自
分
が

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
の

は
当
然
で
す
が
、
同
乗
者
に
対

し
て
は
、
ど
う
す
る
の
が
、
最

も
正
し
い
で
し
ょ
う
か
？

①
助
手
席
の
人
だ
け
着
用
さ
せ
る
。

②
自
分
だ
け
着
用
し
て
い
れ
ば
よ

ヽ

一

〇

③
後
部
座
席
の
人
も
含
め
て
、
全

員
に
着
用
さ
せ
る
。

間
2
、
エ
ア
バ
ッ
ク
を
装
備
す
る

車
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と
エ
ア
バ
ッ
ク
に
つ

い
て
、
正
し
い
の
は
ど
れ
で
し

ょ
う
か
？

①
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
エ
ア
バ
ッ
ク

を
あ
わ
せ
て
使
用
す
る
。

②
エ
ア
バ
ッ
ク
が
あ
れ
ば
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
は
着
用
し
な
く
て
も
よ

ヽ

」

　

0

し

⑨
エ
ア
バ
ッ
ク
の
装
備
も
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
も
必
要
な
い
。

間
3
、
小
さ
な
子
供
を
車
に
乗
せ

る
と
き
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

①
助
手
席
に
乗
せ
、
大
人
と
同
じ

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
る
。

②
で
き
る
だ
け
後
部
座
席
に
乗
せ

体
格
に
あ
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
着
用
さ
せ
る
。

③
大
人
の
ひ
ざ
の
上
に
だ
っ
こ
す

る
。

■
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
、
希
望
の
商
品

名
、
ク
イ
ズ
の
答
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

十
一
月
十
五
日
ま
で

■
送
り
先

〒
一
〇
六

東
京
都
港
区
西
麻
布
三
－
二
四

－
二
〇

働
日
本
交
通
安
全
教
育
普
及
協

会
　
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
ク
イ
ズ
H
係
」

9一度伸びたシートベルトは危険。

（3トンの荷重に耐えるシートベルトも、事故で

（事故鰍こは、必ずシートベルトを取り替える）

8シ小ベルトの僅かなたるみが致命駄

（28mのたるみは、シートベルトそのものでけがをする場合がある）

▼正しい暮用の仕方

シートベルト10の常講

1シートベルトを獅lばいれば
シートベルト非着用死亡者の

約4割が助かったはず，

（平成5年中のシートベルト非着用死亡者
3．757人のうち約1．5nD人が助かったはず）

2衝突の瞬間はまばたきよりも速い0

価突の照問は0．02秒、まばたきは0，2秒）

3子どもは大人以上に舛－ジを受ける。

（衝突時、子ともはまるでピンポン玉の

ように車内を飛ぶ。必ずチヤ州レドシートをしめる）

4衝突時の衝撃力はあなたの体重の30倍。

（時速40kmで体重の38倍の衝撃力。両手、両足

で支えられるのは体重の2－3倍が限界）

5車外に放出されたときの致死率は車内の20倍

（シートベルトの装清は、車外への放出を防止する丁

6シートベル相銀部の鵬を防くも

（自動車乗車中の事故死亡者の約5害肋囁部の
損傷による死亡。人間の一番の急所は頭部である）

7近い距離でも油断は禁軌

（自動車事故の4分のヨガ、自宅から40加以内）
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人q
鰭
で
と
う

（
住
所
）
（
出
生
児
〓
保
護
者
）
（
続
柄
）

御
机
加
藤
宝
司
長
男

本
二
山
本
愛
芳
弘
二
女

貝
田
岡
田
寮
衡
延
寿
三
男

本
一
小
林
克
郎
健
治
二
男

墾
鯛
で
と
う

n
L
め
い
福
を

祈
り
ま
す

（
住
所
）
　
　
（
氏
　
名
〓
年
齢
壷
帯
主
）

新
一
西
古
三
千
雄
膿
本
人

下
蚊
屋
　
白
根
多
美
治
臓
本
人

洲
河
崎
浦
部
延
卓
臓
　
健

貝
　
田
　
藤
原
　
敦
子
磯
澤
治

白
　
住
　
植
田
　
房
子
減
本
人

本
　
四
　
前
田
久
次
郎
蟻
本
人

9

鮨庫卸組ごと、

もう一度

町報読んでください

町外呵報愛読者の声から

計

り
も
、
町
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
あ
そ
こ
に
、
集
会
所
が
建
築

中
で
す
ね
」
と
か
　
「
き
れ
い
を
通

が
で
き
ま
し
た
ね
」
　
「
江
尾
十
七

夜
が
な
つ
か
し
い
で
す
ね
」
な
ど

的
、
専
門
用
語
も
多
く
堅
苦
し
く

つ
ま
ら
な
い
と
の
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
る
の
が
事
情
で
す
。

だ
か
ら
、
大
切
な
こ
と
が
載
っ

て
い
て
も
、
す
ぐ
に
忘
れ
ら
れ
る

運
命
に
あ
り
、
町
報
も
、
そ
の
ひ

遠
く
離
れ
た
ふ

る
さ
と
の
こ
と
き
っ
と

を
。
　
　
　
楽
し
い
発
見
が

と
つ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

で
き
た
ら
、

ま
つ
げ
は
、
目
に
も
っ
と
も
近

く
あ
る
の
に
、
ほ
と
ん
ど
気
づ
か

を
い
も
の
で
す
。

町
報
愛
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
声
を
み
て
み
る

と
、
町
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
よ

一
方
、
町
に

住
ん
で
い
る
私

た
ち
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
あ

ま
り
気
に
し
て
い
な
い
面
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。

町
報
で
は
、
町
の
で
き
ご
と
、

話
題
を
は
じ
め
毎
月
一
回
と
い
う

ペ
ー
ス
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
情

報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

行
政
か
ら
の
情
報
提
供
は
比
較

あ
る
は
ず
も
う
一
度
、
町

報
を
ど
の
配
布

物
を
じ
っ
く
り
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
、
楽
し

い
発
見
が
あ
る
は
ず
で
す
。

教
生
尉
密
の
詩
「
ふ
る
さ
と
は
、

遠
く
に
あ
り
て
思
う
も
の
…
」
を
ふ

と
思
い
出
し
、
町
外
に
住
む
方
の

心
境
を
垣
間
み
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

下
垣
　
　
収

高
須
賀
陽
子

美
用

神
奈
川
県
鎌
倉
市
か
ら

平成6年9月届

（前月比）

世帯数1，252世帯（－3）

人　口4，539人（－9）

男　2，162人（－6）

女　2，377人（－3）

編
集
後
記

▼
大
根
の
ゆ
く
え
を
追
跡
し
て

大
阪
へ
。
あ
る
百
貨
店
の
野
菜

売
場
で
、
消
費
者
が
ど
ん
な
大

根
を
買
う
の
か
、
調
べ
て
み
た
。

掛
で
立
ち
は
、
帽
子
を
か
ぶ

り
、
作
業
服
を
着
て
、
足
元
は

シ
ュ
ー
ズ
。
あ
ま
り
、
野
菜
売

場
で
は
、
こ
の
よ
う
を
人
は
見

か
け
ま
せ
ん
。

ご
年
配
の
婦
人
が
、
大
根
一

本
を
か
ご
に
入
れ
た
。
お
ず
お

ず
と
そ
ば
に
よ
り
、
名
刺
を
手
渡

し
「
何
に
使
わ
れ
ま
す
か
」
　
「
大

根
お
ろ
し
に
」
　
「
大
根
お
ろ
し
を

ら
、
切
れ
の
大
根
で
も
」
　
「
の
こ

り
は
煮
物
か
、
お
で
ん
で
も
」
と
。

ア
ポ
（
約
束
）
を
し
直
撃
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
う
こ
と
数
度
。
何
ん
で

こ
ん
な
人
が
こ
こ
に
、
と
不
思
議

を
視
線
を
感
じ
を
が
ら
、
あ
ぶ
を

い
人
に
間
違
え
ら
れ
そ
う
に
な
り

な
が
ら
浪
花
の
取
材
は
多
く
の
方

々
に
さ
さ
え
ら
れ
て
、
無
事
終
了
。

▼
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
町
内

外
か
ら
予
想
を
上
回
る
約
二
千
五

百
人
が
集
っ
た
消
防
ま
つ
り
。

江
府
消
防
署
製
作
の
ミ
ニ
消
防

車
は
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
を
改
造
し
て

つ
く
っ
た
も
の
で
、
取
付
け
し
て

い
る
ハ
シ
ゴ
も
自
由
に
動
く
し
、

本
物
と
同
じ
よ
う
に
、
放
水
も
で

き
る
。
た
だ
、
バ
ッ
ク
が
で
き
を

い
。
人
生
も
ま
た
バ
ッ
ク
を
し
。

ミ
ニ
消
防
車
の
よ
う
に
、
元
気
に

前
へ
前
へ
進
み
た
い
も
の
だ
。
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